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在する補体第 5 成分 (C 5) から遊離される塩基性ペプチドで，白血球遊走活性，リソゾーム酵素遊離
活性など多彩な生物活性を有している。その一次構造式は Gerard らと Zimmermann らの 2 つのグルー
プにより報告されているが，両構造式を比較すると65位アミノ酸残基が異なっており， Gerard らはそれ
をグルタミン (Gln) であるとし， Zimmermann らはグルタミン酸 (Glu) であると推定している。本











合成 C Gln“〕ペプチドが 2 種類のHPLC分析系で天然物の一致しなかった事実、 Gln と Glu の 2 種類
の65位アミノ酸残基を含むヘキサペプチドと天然物のトリプシン消化物をHPLCで比較し， CGlu65J 
ヘキサペプチドが天然物のフラグメントと一致したこと，更には天然物フラグメントの一次構造解析の












ブタ C5a アナフィラトキシンは74アミノ酸より成るペプチドで，その中の 6 システイン残基聞に一





rmann式のブタ CGln65 J C 5 a アナフィラトキシンの全合成を計画した。そのために全構造を 7 フ
ラグメントに分けて合成，構築して，それらを順次縮合させて74アミノ酸残基を所定の順序に連結し，
次にシステイン残基の保護基を選択的に脱離，酸化して21-47 ， 22-54, 34-55位聞にそれぞれ s-s
結合を形成させ，最後に全保護基を除去して目的のブタ CGln 65J C 5 a -アナフィラトキシンの全合
成を完成させた。
得られた合成物は天然物と比較して両者に差異があることを認めた。次にGerard らの推定した CGlu65J 
C5a ーアナフィラトキシンのトリプシン消化物を合成し，それと天然物消化物を比較した結果，天然
物は C Glu65 J の構造を持つことを始めて証明した。
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以上のように茅野君の研究は，合成研究が未開発であったアナフィラトキシンペプチドに始めて挑戦
し，その構造を合成的に確立するとともにその全合成法を確立したもので，博士論文として十分価値あ
るものと認められる。
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